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私が理事長に着任したのは 2011 年（平成 23 年）6 月で、2021 年（令和 3 年）6 月 12 日に離任した

ので、10 年の間、理事長の席を温めたことになりました。その在任中に 12 期から 16 期のインストラクタ

ーの養成講座の閉講・県知事の認定式を行いました。おめでとうございました。 

着任した頃には、10 月に成長の森見学会、11 月に全国育樹祭（奈良県）、そして 2012 年 6 月に丹

沢大山自然再生委員会入会､2013 年 11 月には日本触媒・湯河原万葉の森の森開き、2014 年 11 月に

三ノ宮里山保全活動開始、11 月川崎市民祭り、12 月やどりき森の案内人・経路巡回事業が始まりまし

た。 

2015 年度末に県森林連合会は移転で厚木のグリーン会館を取り壊すことになり、会は退去すること

になりました。新しい転居先を物色始め､2015 年（平成 27 年）2 月に森本理事の努力で新事務所が決

まりました。そして 2016（平成 28 年）2 月 24 日神奈川県森林協会と共同でサンシャンビル 6 階 604 号

室（13 坪）を借りて移転しております。 

2015 年 7 月 5 日やどりき経路巡回事業を受注、同年 8 月に公認会計士・税理士大田和先生と協議

を重ね、11 月 8 日に顧問契約を結びました。2015 年（平成 27 年）11 月 30 日には平成 27 年度社会貢

献者表彰および奨励金を頂きました。2016 年 3 月 12 日には「成長の森」植樹会が開催されております。

また 2016 年（平成 28 年）5 月 21 日、22 日には緑の祭典が小田原で開催し 400 名参加頂いておりま

す。 

2016年（平成28年度）やどりき経路巡回事業の失注で単年度赤字決算せざる得なくなりました。2016

年 7 月にかながわトラストみどり財団に西ヶ谷孝之氏が専務理事で就任されました。2017 年（平成 29 年）

6 月頃から西ヶ谷専務理事には会の理事会顧問としてお迎えし、いろいろご助言やご支援を頂きました。

蟹田沢保全事業では仕事がやり易いように何度も現場に足を運んで頂きました。この場を借りて厚く御

礼申し上げます。また蟹田沢に取り組んだ皆様には慣れぬ仕事で苦労されたと思いますが、外部から

高い評価を得ていると聞いております。 

9 月に入り財政健全化委員会からレポートが提出され、このままでいけば平成 31 年には赤字になる

ことが明らかになりました。2017 年（平成 29 年）1 月 22 日臨時総会を開き運営分担金を 500 円アップ

し、1,000 円とすることを提案し、なんとか皆様のご理解を得て承認して頂きました。同時に専担者支払

額の削減、顧問契約料の削減、事務所賃借料の削減交渉、会議交通費の削減、トラスト会員増加への

協力、その他に削減施策実行担当者を決め達成状況を報告して貰うことにしました。11 月 3 日 SMAS

（住友・三井）の森の開所式を行っております。 

 2018 年（平成 30 年）3 月 10 日には平成 29 年度「成長の森」の植樹会に参加し、5 月 27 日には「緑

の祭典かながわ未来の森づくり」開催に参加致しました。10 月 8 日理事会では、会員の老齢化と技量

の問題が取り上げられており、どう対応していくか話題提供に終わらず真剣に考える問題だと思ってお

ります。 

２０２１年 8 月号 
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2019 年（平成 31 年）湯河原の万葉の森事業、SMAS の森事業そして蟹田沢ビオトープ環境整備事

業ではコアメンバーを決める要望が出ており、派遣管理体制を再検討する時期に来ているようです。事

業検討部会の財政健全化の施業評価の取りまとめ（27 年度～29 年度）よれば、29 年度決算から削減

目標は概ね達成できています。しかし個々の増収施策、財団の受託費の見直し、会報発送料の値上げ、

賛助会費の増収が見られましたが、他はそれほど増収効果に進展はなく、平成 29 年度の収入増は運

営分担金に頼ることになっています。29 年度後半より SMAS の森事業が着手されており、これからの増

収効果を期待したいと思っております。また会計業務の効率化を図るために、2020 年 2 月 16 日会計業

務担務者として柳瀬 望氏、および他１の 2 名を採用致しました。 

2019 年（平成 31 年）2 月 19 日の副理事長会議において、運営分担金を 500 円に戻すことについて

議論がなされ、平成 30 年度決算では黒字になっていることから運営分担金を 500 円戻すことを理事会

で諮ることになりました。その後の理事会でも考え方は変わりませんでした。しかしその後のコロナ禍で

活動が中止になったこともあり心配しましたが、幸い持続化給付金の支給もありこれを利益に入れて、通

常総会で松永会計部長がお話ししたように、500 円にすることに致しました。これから世の中上向きに向

かうとの期待を入れた判断であることをご理解ください。 

もう一つの課題である認定 NPO への申告については、2019 年（令和元年）6 月 16 日通常総会で賛

成多数で承認されました。その後、提出書類を纏め、神奈川県県民局くらし県民部 NPO 協働推進課横

浜駐在事務所に提出致しました。2021 年（令和 3 年）2 月 10 日に認定 NPO の認可が得られておりま

す。 

話は変わりますが、会は当時の財政状態から森林探訪のガイドブック作成に資金支援できず、有志

会員の努力と寄付でスタートしました。作成費用は会員と購入希望者への販売で、2019 年（令和元年）

9 月に完売しております。すばらしい仕上りのものになりました。 

 2020 年（令和 2 年）2 月 1 日県西合同庁舎で行われた環境贈与税の説明会で、我々が何をできる

か各支庁に説明する機会を与えて頂きました。 

 

書き終えて、皆様もよくご存知のことですが、整理して残して置いたらと思うことを書いておきます。こ

の 10 年間気の休まることのなかったことは会計・経理のことでした。会員になる前に本格的にこの部門

たずさわってきた方が少なく、急に任された方にはかなり無理をお願いしてきたと思っております。その

方々にはお詫びと・感謝申し上げます。15 期の石井 実さんが担当して頂いた時に 2 名担務者を採用

し本格的に見て頂き大きく変って来ました。また事業部会で IT 化も進めており、それが軌道に乗れば格

段と会計・経理も変わってくると思っております。 

更にもう少し気になることは、これからはボランティア分野も競争の時代に入って行くので資格取得は

ぜひ必要だと思っております。また経営の面から中期経営計画・経営戦略を作っておく必要性があると

思っております。 

その他、会として問題点となることは、① 最近せっかく会員になっても辞める人が見られ、単年度での

会員の補充が出来ないか、② 事業化も進んできて支給金額も多少の違いがあり、運営分担金を今後ど

のようにしていくか（ボランティア部門と営利部門に分ける必要あるのかどうか）などです。 

                                                        以上 

 
 
以下の連絡が財団から来てからの行動は省略させて頂きます。 

2020 年 4 月に突然トラストから申し入れがあり、 新型コロナウイルスの影響で 8 月までのイベント、インストラク

ターの派遣は見合わせること。原則 8 月末までインストラクター派遣および 9 月以降の活動に伴う下見等の中止

すること。「森のなかま」は 9 月号まで休刊すること。 
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 赤、青、黄色など花の色はさまざまです。草花に

限らず植物は特有の色を持っています。これまで

に草木染めの色、食品に利用される植物の色につ

いて例を挙げながらご紹介してきました。このよ

うな色はどのような仕組みで現れるのでしょうか。

実は色の違いは色素成分の構造に大きく関係して

いるのです。 

 光は波長の異なる電磁波の集まりです。そして

380~780nmの波長域が可視領域として 

人が色として認識できる範囲です。nm（ナノメータ

ー）は10-9ｍという非常に短い波長です。可視領域

よりも短い波長の紫外線やＸ線、長い波長の赤外

線や電波は色として人は認識できません。電磁波

の波長域を示すと図 1 のようになります。このう

ち可視光線は波長の短い紫から最も長い赤の領域

になります。 

ところで色素にはある特定の波長の光を吸収し、

残りの波長の光を反射する性質があります。反射

した光の中でヒトの目で見える範囲の波長の光が

色として見えるのです。吸収光に対して反射する

光が余色、すなわち色素の色として私たちの目に

映るのです。 

例えば、色素が青色の光を吸収すると反射して

くる光は吸収された光の残りの分の黄色などとし

て目に見えるのです。逆に黄色の光を吸収すれば

目には青に見えるのです。草木の葉が緑に見える

のは実は葉に含まれる色素のクロロフィルが赤や

青色の光を吸収し、緑の光を反射するからです。  

 色素がどの波長を吸収するかということは色素

の構造と深い関係があります。一般に二重結合が

いくつかつながった結合（それを共役結合といい

ます）が化合物の中にあると可視領域のエネルギ

ーを吸収して、残りが反射して色として見えるこ

とになります。必ずしも共役二重結合だけによる

だけでなく分子の構造が可視光のエネルギーを吸

収する領域になった時に発色するということもあ

りますが、二重結合の存在は発色に大きな役割を

しています。化合物の種類によって吸収する波長

が違いますので、私たちが認識する色にも違いが 

出てくるのです。 

 植物が持つ色素類は構造的に大きく分けてフラ

ボノイド、カロテノイド、キノイド、クロロフィル、

ベタレインの5種類のグループがあります。図2に

それぞれのグループの代表的な骨格を示しました。

フラボノイドやカロテノイドはこれまでの草木染

め、食品用天然色素の項でも例を挙げてきました。 

 フラボノイドは 2 つのベンゼン環が 3 つの炭素

でつながった構造を基本骨格とする化合物のグル

ープを指します。ほとんどの草木に含まれている

成分です。フラボノイドは黄色、橙色、赤色、青色、

紫色と幅広い色を発色します。タマネギのケルセ

チン、ベニバナのカルタミンなどはフラボノイド

に属します。花の色や紅葉を彩るアントシアニジ

ンもフラボノイドの 1 種です。アントシアニジン

に糖が付いたものがアントシアニンです。赤キャ

ベツやサトウダイコンの赤色、シソの赤~赤紫色は

アントシアニンによるものです。 

 カロテノイドは炭素40個の直線的につながった

構造を基本とする化合物の総称で、炭素 5 個のイ

ソプレンが植物体内で 8 個つながって生成されま

す。イソプレンが 2 個から 6 個つながった化合物

はそれぞれモノテルペン、セスキテルペン、ジテル

ペン、セスタテルペン、トリテルペンと呼ばれます

が、テルペン類と同じイソプレンを起源にするカ

ロテノイドですが、テルペン類とは性質が大きく

異なります。カロテノイドはニンジンに含まれる

β―カロテンのように橙色やトマトに含まれ悪玉

コレステロールを減少させると言われ、 

緑黄野菜に含まれるルティン、クチナシの果実の

クロセチン、ベニノキの色素アナトーに含まれる

ビキシンもカロテノイドです。 

 キノイドはキノン構造を持つ化合物です。キノ

ンはベンゼン環の 2 つの炭素を図に示すようにカ

ルボニル基に代えた構造のものです。草木染めや

食品用添加物として赤色の発色に用いられるアカ

ネのアリザリンはその例の一つです。植物ではあ

第４０回 植物の色のしくみ  
東京大学名誉教授 谷田貝 光克 氏    森のめぐみ シリーズ 

枠組は桜の小枝です 
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りませんがカイガラムシから得られるコチニール

色素の成分カルミン酸も赤色の食品用色素として

用いられるキノイドです。 

 クロロフィルは葉緑素とも呼ばれる緑の色素で、

緑葉植物に含まれています。植物が生育するのに

必要な光合成を司っている化合物でクロロフィル

a,b,c,dの4種が知られています。 

ベタレインは窒素を含む化合物で、レッドビー

トに含まれるベタニンがその例です。赤色のビー

トから得られるベタニンはアイスクリーム、粉末

飲料、肉などの着色に用いられています。 

これまでの例で植物の色素の発色には共役二重

結合の関与が大きいことがわかります。  

 

フラボノイドの一つケルセチン 

 

 

カロテンの一つβ― カロテン 

 

 

  

  

アリザリン 

 

カ ル ミ ン 酸 

 クロロフィルa 

   

  ベタニン 

 

 

  

図1 電磁波の種類と波長 
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活  動  短  信 
今回の掲載は R3 年6 月12 日から 6 月29 日分です。 

寄稿頂いた中には、紙面都合や寄稿タイミングで次号以降

の掲載になるものもあります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
◆ 鎌倉市「緑のレンジャー・シニア」 

第 2回講座 「道具の使い方」 

 

日 令和３年 6 月 12 日（土）10：00～12：00 

場 鎌倉中央公園 

参 11 名(男性 7 女性 4) 

市 職員 2 名 

スタッフ 鎌倉市公園協会 1 名 

イ Ｌ安倍⑤ 水上⑬ 

 

活動内容は、「緑の作業に必要な道具の使い方・

手入れの方法を学ぶ」ことです。研修室に集合し、消

毒・検温。個人貸与となる ヘルメット、剪定ハサミと

腰ノコを装着。当講座を担当されてきた安倍さんによ

り①作業にふさわしい服装・持物②道具の名前、使

用方法を手にとってわかりやすく説明された。実際刃

に触れて切れ味の見方等を実践。 

近くの「子どもの森」へ２班に分かれて移動。準備

体操後、剪定バサミを使いササ等の下草刈りや”ひこ

ばえ”切りを。次に２−３人に分かれて腰ノコで低木（ア

オキ等）を伐った。倒木は、玉切り作業を行い片付け

を。また、高枝鋸を使い中木の枯れ枝をロープかけし

て伐った。高枝鋸は以外に重く、女性の方は大変の

ようでした。限られた時間でしたので、全員が体験で

きませんでした。現場のさぎょうを終え、道具の手入

れ方法を学んで実施した。皆さん蒸し暑い中でした

が、怪我もなく無事終了しました。 

                   (記 水上 正昭⑬) 

 

 

 

 

 

 

◆ 横浜市立西本郷小学校 間伐体験 

 

日 令和３年 6 月 25 日（金）10：30～12：40 曇り 

場 相模原市緑区 長竹承継分収林 

参 87 名 （先生 11 名 児童 76 名） 

財 大木様、古舘様 

イ Ｌ 西出⑫、小野⑦、松本⑪、星野⑬、松石⑬、

牧石⑭、竹内⑮、大友⑯、小林⑯ 

 

梅雨空ながら雨に降られることもなくみんなで力を

合わせて間伐を行いました。樹高７ｍ程のヒノキにロ

ープをかけ、伐倒方向に受け口を入れ、反対側から

追い口を入れて、みんなで力を合わせてロープを引

きました。大きなヒノキが音をたてて倒れると、歓声が

上がりました。ヤマビルの被害もほとんどなく、皆さん、

間伐という貴重な体験に満足そうでした。 

 

 
 

 子供達は韮尾根ふれあい広場にバスで到着して、

各班１０人程の８班に分かれて、用具置き場移動、イ

ンストラクターの指示の下、ヘルメット、フェイスシール

活動短信への投稿概略フォーマットと略語の説明 

ページレイアウトは気にせずベタ書きで結構です。 

（できれば Word、メール直筆でも OK。Eｘcel はできるだけ

避けてください。改行等の処理に手間を要しますので） 

写真もあれば添付ください。  

◆ 活動団体・活動名 等 

日 日付（できれば時間と天気も）  

場 場所 （例：相模原市緑区 長竹承継分収林） 

参 参加者 人数  

県 例 神奈川県 環境農政局 緑政部 

   水源環境保全課 水源の森林推進グループ  

財(公財)かながわトラストみどり財団、看 看護師 

スタッフ 例 小田原市森林組合ＸＸ様 

例 川崎市公園緑地協会・ＸＸ様 

イ  インストラクター① （○数字：期） 研：研修枠 

以下、本文を概ね４００字前後を目安として執筆ください 

リーダーは責任を持って執筆者の選択と執筆後のチェック

をお願いします。（執筆者名もお忘れなく！！） 

**活動終了後の速やかな投稿をお願いいたします。** 

処暑 8/21 頃 
 暑さが収まり、稲穂がふ

くらみ、たれるころ 

立秋 8/7 頃 
  ヒグラシが夏の終わりを

告げ、たまに涼しい風が

吹く 

8 月(葉月)(旧暦 7 月文月)の 

二十四節気と七十二侯 

かながわしずくちゃん Facebook は下記ＵＲＬで見ることができます。 

https://www.facebook.com/kanagawa.sizuku 
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ド、枝打ち鋸を装備して山の中に入ります。現場で

は、間伐の意義、方法の説明を受けた後、いよいよ作

業に入ります。倒す木を選んでロープを掛けて途中

で滑車で向きを変えて、いよいよ大鋸で受け口、追い

口の順に木に切込を入れます。そして、全員でロー

プを引いて木を倒しました。その後、倒れた木の枝を

払って、幹を２ｍ程に切って転ばない様に地面に並

べて間伐作業を終了しました。切り口を見て年輪を数

えて樹齢を調べたり、切り口の匂いを嗅いでヒノキの

香りを楽しみました。  （記 写真 西出 健一⑫） 

 

 

 

 

 

◆ 横浜市立上井川小学校 丸太切り体験 

日 令和３年 6 月 29 日（火）10：00～11：30 小雨 

場 愛川ふれあいの村 体育館 

参 39 名 大人 5 名 子ども 34 名 

財 古舘様、藤本様 

イ L 星野⑬ 佐藤⑤ 西出⑫ 松石⑬ 

 

  小雨の中、40 分も到着が遅れましたが、先生のお

導きと、児童の皆さんの素早い行動で、順調にプログ

ラムが進みました。限られた時間を有効的に使いたい

と、計画を練りなおしました。 

入村式では、鋸を使う危ない作業であることをお伝

えし、インストラクターの紹介を。 

はじめに、晴れていれば、行っていた間伐作業に

ついて、使用道具を用いて、インストラクターが伐倒

木、支点木の役も担っての説明。 

その後、各班に分かれて、なぜ間伐が必要なのか、

水源である森林の役割などお話を。 

さあ、丸太切り体験です。「鋸は使ったことがある？」

「押さえてくれる人が要るよ」「まっすぐ、おへそに向か

って引いてね」「以外と難しい」「うまい、上手！」「最

後は、鋸をきれいにするよ。こんな風に。」「掃除まで、

今日の作業だよ。」 

掃除が終わりました。「間伐材の利用はね・・」「ヒノキ

はこんなところに使われているよ」「森を守るために、

ボランティアでできることもあるよ」と絵を用いて解説を。 

1 班は片付けが上手。2 班はさっと動いて元気。3 班

は鋸を引く姿勢が〇でしたね。 

最後に、終わりの会にて 「木材利用は、皆さんのほう

が良いアイデアがあるかもしれないですね。」「皆さん

も水を飲みますね、皆さんの子孫も。森を大切にしま

しょうね。」とご挨拶を。 

（記 写真 星野 澄佳⑬） 

 

 

 
丹沢の自然再生に取り組む 丹沢大山自然再生委員会の 

ホームページでご覧ください。http://www.tanzawasaisei.jp/ 

 
かながわ森林インストラクターの会は『緑の募金』の支援団

体としても取組んでいます。 

全国で５番目／ＮＰＯ法人で初めて委嘱されています。 
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会員の皆様からの寄稿のページ 

本号から会員の皆様から頂いた寄稿を掲載いたします。 

 

 

 

 

 

    竹筋と廃止の宮原線の想い出 

        九重町出身 7期 小野幸広 

 

旧国鉄宮原（みやのはる）線は大分県九重町の久大

本線恵良駅を起点に阿蘇くじゅう国立公園の一部くじ

ゅう山系の秀峰涌蓋山（わいたざん・通称小国富士）

の西麓山間を経て熊本県の肥後小国駅に至る26.6Km

の盲腸線で昭和12年部分開通しました。しかし昭和

18年には鉄資源不足によりレールは撤去され長崎県

内の新線に転用、肥後小国迄開通したのは昭和29年

で沿線が過疎地で利用客も少なく、昭和59年12月に

廃止されました。    

工期35年を要して供用期間は30年と短い命でし

た。工事期間が長期に亘ったのはルートがすべて山間

部で多くのトンネルや橋梁が必要な為でした。（この

沿線北里駅付近は世界に誇る細菌学者故北里柴三郎博

士の生誕地で記念館も有ります） 

特筆されるのは当路線のコンクリート構造物に鉄筋

の代用として竹筋が使用されている点です。昭和12

年から14年頃は戦時統制下で鉄不足の為の窮余の策

の様です。使われたのは４～5年生の孟宗竹で、秋に

伐採され附着性向上の為半割か鋸状に切り欠きを入

れ、部分的に鉄線結束した様です。ただ、大きな曲げ

強度の掛かる梁や桁橋は避け、柱や底板、橋脚基部等

に使用された程度で、戦後鉄筋供給が復活するとたち

まち廃れました。 

旧宮原線に現存するアーチ橋は7本でその優美な姿

が素晴らしく、廃線跡探訪者も多く訪れ、文化庁によ

り平成16年に「登録有形文化財」に指定されており

ます。すべての橋梁に竹筋が使用されているかは不明

ながら一部の構造物に対しては地元の古老等からの施 

 

工時の目視等の証言や、非破壊検査やコア抜き調査

などで実証の例も有り、かなりの部分で使用された様

です。使用骨材はすべて川砂で昨近の様な海砂と異な

り長い年月を経ても、劣化せず小国町内の一部では上

部を遊歩道に利用されております。 

 私事ながら私の高校通学時は久大本線利用（豊後中

村～豊後森）で、朝6時台の乗車で冬季は駅までの山

道は暗く寒く、蒸気機関車牽引の為トンネル通過時は

煤煙の洗礼を受け、時間が遅くて気動車の宮原線利用

者が羨ましかった・・・思い出です。 

いま全国的に竹林が整備不足で、林間や耕地まで進

出繁茂して困っているようですが、この原因は竹材の

利用率の低下（農業への利用不足、竹製品輸入増、加

工者の減少等）で、この様な事態を考えると竹材の有

効利用が求められるものです。 

 

 

18 歳 ＶＳ 81 歳 
大先輩から投稿いただきました。ご本人は、

現在 85 歳だそうです。 
        3 期 髙橋 恒通 

旧国鉄宮原線幸野川橋梁 

写真 文化庁 登録有形文化財データベースより 
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◇ 森のなかま原稿募集 ◇ 

会員読者の皆様から広く募集しています。 

＜広報全般についてのお問い合わせ＞ 

黒川 敏史              

kurokawa.family@aa.cyberhome.ne.jp 
Tel ：080-5477-2206 
＜電子配信会員向け担当＞ 笠原 

Mail: happy_kumakuma711@icloud.com 
＜電子配信企業等ﾊﾟｰﾄﾅｰ様向け担当＞  

柳澤 Mail: kshinrin_pr@icloud.com 
＜メール・手書き原稿送り先＞ 

【本誌】黒川 敏史 

Fax: 0467-46-8650 
電話連絡先：080-5477-2206  
kurokawa.family@aa.cyberhome.ne.jp 
【別冊】阿藤 寿孝 

Tel：0４５-433-4413 
Mail： hisa-ato2@22.netyou.jp 
原稿は随時受付けています。 

やどりき水源林ミニガイド 

「森の案内人」 

森の案内人がお待ちしています。 

水源林にお出かけください。  

 

「やどりき水源林ニュース」 

 
http://www.forest-
kanagawa.jp/4field/news/news187.pdf 
 
7月号が発行されました。 
緑色に包まれた夏のやどりき水源林へ

です。 
●問合せ： 

（公財）かながわトラストみどり財団 

 TEL : 045－412-2255 
 FAX : 045－412-2300 
● ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.ktm.or.jp 
     E-mail: midori@ktm.or.jp 

森のなかまは過去号もご覧になれます。 

 (ﾎｰﾑﾍﾟー ｼ )゙   http://www.forest-kanagawa.jp/3kiroku.html#kiroku01  

 (HP 担当 : 井出恒夫） 

★7/11 のやどりき当番の時に東京か

らバイクできた人から情報をもらいまし

た。足柄峠の手前（矢倉沢付近）から

金太郎箱根ラインという道路が開通し

たとの事でした。 

早速 7/20ＡＭ4 時に家を出て綾瀬ス

マートＩＣから東名に入りに行ってみま

した。富士山を見たいので一旦足柄

峠にいき、聖典堂付近でトイレ／朝食

をすませ矢倉沢からの入口に戻りまし

た。一車線に近い道路ですが、所々

に待避箇所がありますので、飛ばさな

ければ安全上も大丈夫です。途中で

気がついたのですが、１１年程前に金

時登山時に金時神社から登り夕日の

滝近くに下ってきた林道の一部が車

道になったようです。矢倉沢付近から

入り、金時神社の近くに出てきます。

40 分くらいですか？途中に駐車場が

あり、そこから金時山に 40 分くらいで

行けるみたいです。今、足柄峠の金

時山登山口への車道（舗装なし）は

奥までいけないみたいですね。 

 （松本） 

★７月 24 日、仙石原の県民参加の

森林づくりを終わり、小田原に帰るバ

スは大渋滞に巻き込まれました。まる

でコロナ禍前に戻ったようです。車窓

から見る箱根湯本はファミリーやカッ

プルで賑わっていました。しかしチョッ

ト違和感。なんと、この街の常連客で

ある年配者を見かけないのです。ワク

チンを二回打った人も多いはずなの

に。聞く所によれば、「ワクチンがどこ

まで効くのか分からない」と警戒する

高齢者が増加しているのだそうです。

政治家、役人があれだけ無責任で

は、無理も無いですかね。(竹内) 

★自宅近くの鎌倉の公園で、昨年に

続き、今年発生のナラ枯れが目立つ

ようになってきました。昨年対策ができ

なかったので当然ですが、木が立ち

枯れているのは、悲惨な感じです。       

(黒川) 
        

編集人： 黒川 敏史  

広報部：吉田郁夫 松本保 笠原かずみ 

加藤優美  阿藤壽孝 竹内明彦  
柳澤千恵美 小林照夫  
武田昭典 中澤良夫 

支援： 大原正志 江頭淑子  

年間通読のお申し込み  

 「森のなかま」年間通読をご希望の

方は、郵便局備付けの郵便振替を利

用してお申し込み下さい。  

郵便振替口座00230-0-2454  

かながわ森林インストラクターの会 

宛まで２０００円をお振込み下さい。振替

用紙には、必ず、住所、氏名を明記して

下さい。振替用紙到着の翌月号から 

12 回／1 年間お届け致します。  

編集後記 

★酷暑！ 先日ハイキングに出か

けたら熱中症になりかけました。梅

雨明けの晴天。 今年は熱中症に

も充分に注意が必要ですね。オリ

ンピックもこの暑さの中競技をする

のは大変でしょうね。 

大会運営のゴタゴタは、次々と出て

くるし。コロナのバブルは、シャボン

玉のように見えますし・・・ 

ワクチンが早く広く皆に行き渡りま

すように。   (吉田) 

★孫たちの夏休みが始まりました。 

夏休み宿題に自由研究というのが

ありまして、今年は手作り楽器がテ

ーマだそうです。 

結構厄介な宿題でじいじに支援

（ほとんど丸投げ？）依頼が来てま

す。う～ん！竹でオカリナ作りをめ

ざすぞ！！        （阿藤） 

★オリピックが始まりましたね。開催

することに賛否両論いろいろありま

したが、やっぱりトップアスリートの

頑張っている姿は素晴らしくて感動

してます。このまま全ての協議が無

事に終わるといいですね。  (笠原) 

 

日時 2021年9月26日（日） 
     9：00～13：00 
集合場所 湘南モノレール西鎌倉駅 
里山や谷戸の解説を受けながら緑地を散

策します。 
【申込先】〈往復ハガキまたはメール〉 
〒243-0018 厚木市中町2-13-14 サンシ

ャインビル604号 
NPO法人かながわ森林インストラクター

の会 自然観察部会。※メール：
kanagawa_shizenkansatu@yahoo.co.jp 
 
詳細は、下記URLにて確認ください 
https://ktm.or.jp/event/21p-21/ 


